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… 「親の愛情」 … 

 
 

       
 
  
 
 
 
   
 
 
 
                                              
 
  
 
 
 
 

 
   
 
   
 
 
 
 
 

 部屋の掃除をしながら、久しぶりに新任教員時代の卒業アルバムを見ました。私は、

杉戸町立杉戸第三小学校に新任教員として着任しました。そのアルバムを見ながら、約

３０年前の当時の先輩から聞いた話をふと想い出しました。 
ある母親が先輩に対し、しみじみとこう話してくれたそうです。「うちの子は、乳児

のころよく大病をしましてね。何日も高熱が続き便も出ないので、医者から『便さえ出

れば、何とかなるんだが』」と言われたんですよ。家に帰って、その子の肛門に口をつ

け、必至になって便を吸いだそうともしたんです」と母親は話してくれたそうです。そ

の話を私にした後、先輩は「俺たちがどんなに子どものためを思っても、この母親の愛

情には勝てないよな」と話をしました。私も、先輩からの話を聞いた時、そう感じまし

た。教員がどんなに頑張っても、子を思う親の愛情には太刀打ちできません。私たち教

員の仕事は、子どもを愛する親の思いを重く受け止め、生徒一人ひとりの将来を見据え、

「考える力『課題解決力』」、「たくましい心と体『思いやり・体力』」、今で言う、『生き

る力』を育てることが職責です。そんな学校の教育の基盤となるところに、家庭の協力

が不可欠となります。中学生になると親との会話が少なくなり、心配も増幅することに

違いありません。親より友達との会話に夢中になり、話しかけようとしても「今忙しい

から」と断られる場面もあることでしょう。家族とは………。自問することもあると思

いますが、家族は家族であり、子どもは子どもです。 
話は変わりますが、私は東京ガスのＣＭを見ていて涙腺が緩くなることがあります。

家族の絆をテーマとする３本のＣＭです。「お父さんのチャーハン」、「お弁当メール」、

「おてつだい券」です。登場人物のお父さんやお母さんの立場に立って見ていると、直

接には語らないのですが、親の子ども対する愛情が理解でき心が打たれます。親は今も

昔も、「子どもに愛情を注ぎ、子どもの健やかな成長を願う」ことではないでしょうか。

私は、ＣＭをそのように受け止めました。生徒にとって、今この時は二度とありません。

親にとっても同様です。十分な愛情を注ぎ生徒の夢の実現に向かい、「家庭」と「学校」、

そして「地域」が支援したいものです。誤解のないように申し添えます。「子どものい

いなり」と「愛情」は別物です。他人の生命に危害をあたえること、社会の決まりに違

反すること、「ダメなことはダメ」と「叱る」ことも忘れないで下さい。勝海舟の父親

は、友達に怪我をさせた幼い海舟を木に縛り相手の痛みを知らせるため、下駄で殴った

そうです。暴力は決して許されませんが海舟の将来を思う父親の愛情は理解できます。 

冬休み自主勉強会  

 本校では、長期休業 

日を活用して、自主勉 

強会を実施しています。 

夏休みに引き続き、冬 

休みも自主勉強会を年 

末年始で５日間実施し、 

述べ人数で１５９名が参加しました。参加した生徒

から、「自分で課題を見つけ、その課題を解決するた

め、先生方に手伝ってもらい理解できるようになり

ました」１月から参加した生徒は、「久しぶりに勉強

したので疲れました」、等の話が聞けました。年末年

始の忙しい時期とも重なったため、日程の調整が大

変だったかもしれません。今後も長期休業中に自主

勉強会を計画する予定です。今、３年生は入試の真

っ最中です。中学校生活の一番の大きい壁を乗り越

えるため全力で取り組んでいます。１・２年生の皆

さん、入試は他人事ではありません。１・２年生、

自分を高める意味でも奮って参加したいものです。 

小中連携教育 本校は、泉小学

校と小中連携教育を実践して

います。昨年度は、教頭先生が

６年生の理科の授業を実際に

行いました。今年は、幾つかの

教科担任が小学校に出向き、泉

小学校の先生とＴＴを組んで、

授業を実践しました。今後も小

中の連携教育を強固なものに

し、泉地区の児童生徒を支援

し、「生きる力」の定着に努め

て参ります。 
 
 
 

「学力」目標達成   埼玉県では、「生きる力」をはぐくむ教育を一層推進するた

めの取組として、小・中学校の児童生徒を対象に、「学力」、「規律ある態度」、「体力」

の３つの分野について、学習指導要領等に基づいて、その学年で確実に身に付けさせ

たい基礎的・基本的な内容を取りまとめ、「教育に関する３つの達成目標」を設定し取

り組んでいます。「学力」については、「読む・書く」、「計算」の試験を実施し、県が

示す目標正答率は９５％です。全県の学校が、この時期に一斉に検査を実施します。

本校も、１月２３日（月）に実施しました。欠席者については、２４日（火）に実施

いたしました。速報として、各学年「学力」について、お知らせします。本校では、

全ての学年とも県が示す９５％を超えることができました。「規律ある態度」、「体力」

については、後日お知らせします。                        「 ○印・達成 」 
「読む・書く」 「計算」 

１年生 ９８．８ ○ １年生 ９８．９ ○ 
２年生 ９７．４ ○ ２年生 ９７．０ ○ 
３年生 ９６．３ ○ ３年生 ９５．５ ○ 

 



  
  
 
                                                                         
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 

スキー教室終了 
１月１３日（金）から１５日（日） 

２泊３日の日程で、１年生が栃木県湯 
元スキー場を舞台に、 
「協力し合い つくろう 

 Ｍｙ ｍｅｍｏｒｙ」 
をスローガンに、スキー教室を実施し 
ました。３日目とも天候に恵まれ、大 
変有意義なスキー教室が実施できまし 
た。参加した生徒の感想は、「初めて 
のスキーでしたが、滑れるようになって嬉 
しかったです。」、「楽しくスキーができまし 
た。」「またスキーに行きたいです。」等の感 
想がありました。校長として、常々話をし 
ていましたが、行事を通し何かを学ばなけ 
ればなりません。今回のスキー教室を通し、 
様々なことを学んだと思います。具体的に 
は、「協力すること」、「自分の仕事に責任を 
持つこと」、「先を見通し行動すること」等 
たくさんあると思います。この経験は、こ 
れからの学校生活に大きく役立つことと思います。２年生の遠足や３年生の修学旅行に

も繋げることができます。さらに言えば、中学校を卒業し実社会に出てからも役立つ経

験です。これからも一人ひとりが自覚を持ち、有意義な学校生活が送れるよう期待しま

す。また、お世話なった多くの方々への感謝の気持ちも忘れないようにしたいものです。

最後に、学校としても成果と課題を分析し、今後に教育活動に生かしていきます。 
 

吹奏楽部の活動  本校の吹奏楽部は、毎年ジャズ

フェスティバルに参加し、練習の成果を発表してい

ます。今年も、１月２１日（日）東京にある日本青

年館を会場に、第２１回 Ｓｔｕｄｅｎｔ  
Ｊａｚｚ Ｆｅｓｔｉｖａｌ２０１２ が

開催され参加しました。本校は、第９回からこの演

奏会に参加し、毎年素晴らしい成績を修めています。

３年生が引退し、部員がだいぶ少なくなりましたが、

林先生・仲山先生の指導の下、迫力ある演奏を披露

してくれました。当日、仲山先生もトランペットを

担当し参加しました。 
また、２０日（土）、 
杉戸ロータリークラ 
ブ主催の第１回杉戸 
町内吹奏楽コンサー 
トにも参加しました。 
連日御苦労様です。 

２月の行事予定 

３日（金）新入生説明会   

７日（火）全校朝会 

     専門委員会 

９日（木）中央委員会 

１０日（金）漢字検定 

１１日（土）建国記念の日 

１３日（月）小中連携研究協議会 

１４日（火）生徒朝会 

１５日（水）開校記念日 

１７日（金）基礎学力テスト 

２０日（月）学校評議員会・関係

者評価委員会、民

生・児童委員・保護

司連絡協議会 

       公立高校入学願、 

書調査書提出 

２１日（火）表彰朝会 

２２日（水）～２３日（木） 

公立高校志願先

変更（１回目） 

２７日（月）公立高校志願先変更

（２回目） 

      ３年生期末テスト  

２８日（火）３年生期末テスト 

２９日（水）１・２・３年生期末

テスト 

３月 １日（木）２日（金） 

      １・２年生期末テスト 

３月１５日（木）第５２回卒業証

書授与式 

３月２６日（月）修了式 

  ２７日（火）学年末休業日 

※ 交通規則を厳守し交通事故に 

十分注意し、登下校して下さい。 

「感謝」・自転車パンク修理隊   本校の自転車

通学者は９８％です。自転車で通学していると、様々

なアクシデントも起こります。その中で、一番多い

のがパンクです。何回か学校だより等で紹介しまし

た、本校にはボランティアで活動している、「パンク

修理隊」があります。教員の指導の下、何回もの修

理の経験を通し、パンク修理の技能を身に付けてく

れました。過日、凍えるような寒い日に、パンク修

理をしている生徒を見かけ、心よりありがたく思い

ました。修理を依頼した生徒の皆さん、感謝の気持 

ちをもめて「あり 

がとうございまし 

た。」の一言を忘 

れないで下さい。 

隊員の皆さんこれ 

からもよろしくお 

願いします。 


